
修論抄録 

174 

CAD/CAM冠用コンポジットレジンの着色に関する研究 

田頭 果枝（G170004） 

指導教員：土田 満 
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はじめに 

近年の歯科治療は，セラミックスやコンポジット

レジンなどの審美性の高い補綴物を求める時代へと

推移してきている 1)．そこで 2009 年 5 月に先進医

療として「歯科用CAD・CAMを用いたハイブリッ

ドレジンによる歯冠修復」が開始された 2）．平成26

年より小臼歯部の CAD/CAM 冠に保険適用が開始

され，平成28年からは歯科用金属を原因とする金属 

アレルギー患者に限り大臼歯にも保険適用となった．  

CAD/CAM冠用レジンブロックは，シリカ粉末と

それを除いた無機質フィラーの合計が 60wt％以上

であり，マトリックスレジンの重合率が非常に高く，

フィラー含有率を増加させることが可能であり，高

強度で安定した材料である．しかし，歯冠修復物は

口腔内で飲食物など外来性色素に常に曝露され，変

色や着色を生じさせる可能性がある 3）．歯冠修復材

料の着色に関する研究は数多く報告されているもの

の，CAD/CAM冠用コンポジットレジンの着色に関

する研究についてはまだあまり報告されていないた

め，日常で摂取される飲食物がCAD/CAM冠用コン

ポジットレジンの着色にどのように影響を及ぼすの

か検討し，さらに蒸留水による各種試料の浸漬試験

も行い，劣化による耐着色性に及ぼす影響の検討も

行った． 

方法 

1. 材料および方法 

  Katana Avencia P block, HC HARD, KZR-CAD  

HR Block，セラスマート300の4種を用いた． 

2.試料の作製 

（1）試験片の作製 

  試料は浸漬液の条件ごとに各5個ずつとし，1.0 

㎜に調整し，鏡面研磨まで行った． 

（2）浸漬液と浸漬期間 

  カレー，コーヒー，赤ワイン生理食塩水を用い 

て7日間37℃の恒温槽に稽留した．  

（3）色調安定性の評価 

  色彩色差計を用いて，着色試験1，3，7日目に 

測定値した． 

 2. 変色の観察 

  SEMにて表面観察を行った． 

3. 加速試験 

 試験片は研磨直後の各試験片20個ずつを70℃ 

の恒温槽に30日間保管した． 

結果 

1.カレー液浸漬時 

全ての試料で大きな色調変化が認められた．

コントロールと加速試験を比べると，GMA，

KA，HCで加速試験の色調変化が大きくなった．

一方CERはControlの色調変化の方が大きな値

を示した．また，4種のCAD/CAM冠用コンポ

ジットレジンブロックの中では，測定7日目で

KN が最も大きな値を示した．また，カレー浸

漬時に得られた色差は，他の浸漬液と比較する

と最も大きな色調変化が認められた． 

2.ワイン液浸漬時 

カレー浸漬時よりも色差は小さく， コントロ

ールと加速試験を比べると，GMA，KA，HC

の色調変化が大きくなった．一方CERはコント

ロールの色調変化の方が大きな値を示した．4

種の CAD/CAM 冠用コンポジットレジンブロ

ックの中では，測定1日目から7日目でKNが

最も大きな値を示した．  

3.コーヒー液浸漬時 

カレー，ワインに浸漬した時よりも色差は小

さかった．コントロールと加速試験を比べると，

GMA，KA，HC の色調変化が大きくなった．

一方 CER はコントロールの色調変化の方が大

きな値を示した．  
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4.生理食塩水浸漬時 

コントロールと加速試験を比べると色差はほと

んど認められず，色調変化もほとんど認められな

かった． 

5.変色の観察 

試料を観察すると，各浸漬液に浸漬した

CAD/CAM冠用コンポジットレジンブロック4種

の試料は，カレーは黄色に，ワインは赤茶色に，

コーヒーは茶色に肉眼的にも色の変化を認識する

ことができた．しかし，生理食塩水においては肉

眼的に色の変化は認識できなかった． 

6.走査型電子顕微鏡（SEM）観察 

KZRでは，加速試験前後を比較すると，70℃の

加速試験後には，多数の空洞が観察された． 

  KA では，浸漬前後の試験片を比較しても著し

い変化は認められず，類似したSEM像を示した． 

  CER は試料表面から顕著な粗造面が観察され

た．また，加速試験前後では，加速試験後の試料

方が，僅かにフィラーの形状がはっきりとしてい

た． 

  HC は，試験片から球状フィラーを観察した．

加速試験後での変化は，加速試験後に僅かに空洞

が観察された． 

 

考察 

本実験では，カレー，ワイン，コーヒー液浸漬時に

各試料で色調変化が認められた．カレーによる材料

の着色の原因はターメリックが影響していると考え

られる．また赤ワインのような酸性の飲食物は歯の

エナメル表層を溶かしてしまい，表層が粗造になり，

そこに着色が付きやすくなる．赤ワインに含まれて

いるタンニンも色素沈着の要因であり，またアルコ

ールによる脱水作用も着色に影響したと考えられる．

コーヒーによる材料の着色は白根 4）によると，豆に

含まれるタンニンが焙煎時に変化し，茶褐色になる

と報告していることから，コーヒーによる着色の原

因はタンニンであると考えられる． 

一般的にレジンは，様々な環境下に曝露され劣化

することにより，本来備わっている特性や色調が失

われてしまう．またレジンの組成の一つであるマト

リックスレジンなどの高分子物の特性に吸水性があ

り，吸水によりマトリックスレジンとフィラーのシ

ロキサン結合が加水分解されることで，初期では色

素の吸着が起こり，その後浸透によって着色が進行

し，色調に影響を及ぼすとされている．  

本研究の着色試験で使用した材料でもある，カレー，

赤ワイン，コーヒー，また紅茶や緑茶などのポリフ

ェノールを含んだ着色性のある飲食物は材料表面の

凹凸に付着するだけでなく，吸水により材料に浸透

し色調変化が起こるとされており，本実験でも色調

変化が認められたのだと考えられる． 

本研究では，各試料で色差に差が見られたが，こ

れにはモノマーマトリックス，フィラーの種類や含

有率，形状，またフィラーの表面処理条件などの違

いが大きく影響していると考えられる．レジンの変

色の原因はレジンの表面性状や，が影響していると

考えられ，今回の研究結果からも各試料の経時的な

大きな変色は，CAD/CAM冠用コンポジットレジン

ブロックの色調安定性という観点から臨床的には問

題である．審美性修復に対する社会的需要の高まり

は強まっており，今後ますますCAD/CAM冠の需要

も高まってくると考えられ，今後さらなる

CAD/CAM冠用コンポジットレジンブロックの色調

安定性の改善をはかるために，レジンの組成や，表

面処理条件などの検討も行う必要があるものと思わ

れた． 
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